
令和６年２月定例会土木森林環境委員会会議録（当初②） 

 - 1 -

 
土木森林環境委員会会議録 

 

日時       令和６年３月７日（木）          開会時間 午前１０時００分 

閉会時間 午後 ２時００分 

  

場所       委員会室棟 第４委員会室 

 

委員出席者    委 員 長  長澤  健 

副委員長  飯島 力男 

委  員  望月  勝  水岸富美男  渡辺 大喜  土橋  亨 

   白壁 賢一  佐野 弘仁  福井 太一 

 

委員欠席者    なし 

 

説明のため出席した者 

林政部長 入倉 博文  林政部技監 岸 功規  林政部参事 金丸 悟 

森林政策課長 小澤 浩  森林整備課長 伊川 浩道 

林業振興課長 堀内 直  県有林課長 末木 洋一 

治山林道課長 山口 義隆   

 

環境・エネルギー部長 関 尚史  環境・エネルギー部次長 雨宮 俊彦 

環境・エネルギー部参事 功刀 稔永 

環境・エネルギー政策課長 加藤 栄佐  大気水質保全課長 中川 直美 

環境整備課長 守屋 英樹  自然共生推進課長 保坂 一郎 

 

 

議題  

（付託案件） 

 第 １ ７ 号  山梨県生活環境の保全に関する条例中改正の件 

第 ３ ８ 号  林道事業施行に伴う市町村負担の件 

  

（調査依頼案件） 

第 ２ １ 号  令和６年度山梨県一般会計予算第１条第２項歳出中土木森林環境委員会関係のも

の及び第３条債務負担行為中土木森林環境委員会関係のもの 

 第 ２ ２ 号  令和６年度山梨県恩賜県有財産特別会計予算 

 第 ２ ９ 号  令和６年度山梨県林業・木材産業改善資金特別会計予算 

  

 

審査の結果    付託案件について、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定し、調査依頼案

件については、いずれも原案に賛成すべきものと決定した。 
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会議の概要    午前１０時から午後２時まで環境・エネルギー部及び林政部関係（途中午前１１

時４１分から午後１時まで休憩をはさんだ）の審査を行った。 

 

 

主な質疑等  林政部、環境・エネルギー部関係  

 

※調査依頼案件  

 

※第２１号   令和６年度山梨県一般会計予算第１条第２項歳出中土木森林環境委員会関係のも

の及び第３条債務負担行為中土木森林環境委員会関係のもの  

 

質疑 

 

（生物多様性保全事業費について） 

渡辺（大）委員 令和６年度当初予算課別説明書、環の１９ページをお願いします。生物多様性保全

事業費について、年度末までに策定するやまなし生物多様性地域戦略を踏まえた新た

な事業だと認識していますけれども、事業の目的についてお伺いいたします。 

 

保坂自然共生推進課長 新たな戦略ですが、山梨県の豊かな自然環境を生かしまして、国の戦略で掲

げられております、２０３０年までに陸域・海域の３０％以上を保全するという３０

ｂｙ３０という目標がございます。この目標の達成に貢献するため、本県が率先して

生物多様性の保全が図られている区域を拡大していくこと、それから外来種防除への

対応力の強化などを掲げており、こうした施策を推進することを目的に事業費を計上

しております。 

 

渡辺（大）委員 事業の具体的な内容が少し書いてあるのですけれども、そこをもう一度詳しくお願

いします。 

        あと外来種について、アライグマと記載がありますが、ここで対象となるのはアラ

イグマだけなのか、その確認も含めて伺います。 

 

保坂自然共生推進課長 具体的な事業の内容について御説明します。 

        まず、３０ｂｙ３０目標の達成に貢献するために、生物多様性が図られている区域

であるОＥＣＭの拡大に向けて、社有林などを持つ企業などの事業者の方を対象に、

登録の方法や登録によるメリットなどの理解を図る説明会を開催いたします。 

        それから、外来種防除の対応力の強化を図るため、専門家などから対応策のアドバ

イスを受けるための調査費、それから県有施設などで外来種が繁殖している場合に、

緊急に駆除に要する費用も計上してございます。 

        さらに、外来種について県民の理解を深め、駆除活動を活性化していくため、環境

月間が６月にございますが、その６月の環境月間に併せたキャンペーンの実施、それ

からＮＰОが行う駆除活動への補助も行ってまいります。 

        このほか県民向けに生物多様性戦略を広く周知するために、県民情報センターや県

内図書館にこの戦略を配布し、啓発を行ってまいります。 
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        それから、アライグマの関係でございますが、ここで外来種の防除としてターゲッ

トに挙げているのは、アライグマも含めて様々な動物や植物の幅広い範囲を考えてお

ります。 

        そして、この環の１９ページにございます、アライグマにつきましては、別に講習

会を開催することとなっており、講習会用の費用として別途計上されているものがこ

ちらに載っています。 

 

渡辺（大）委員 最後に、事業の実施に当たり、どのような効果を期待しているのか伺います。 

 

保坂自然共生推進課長 これらの事業を実施することにより、生物多様性がいかに重要かということ

を県民の皆様、それから事業者の皆様に御理解いただいて、事業者の皆様には積極的

にОＥＣＭの登録をしていただく、また、民間団体や県民の皆様には外来種の駆除活

動に御協力いただくなど、本県の生物多様性を保全する各種取組が活性化する効果を

期待しています。 

 

渡辺（大）委員  山梨の豊かな自然環境をしっかり保全し、生物多様性が次世代に継承されるように、

県民や事業者の皆様としっかりと取り組んでいただくため、県が率先して取り組んで

いくことを期待して終わります。 

 

保坂自然共生推進課長 県が率先して取り組むように、これらの事業を着実に実施してまいりたいと

思います。 

 

福井委員    皆さんが進められている政策というのは、ＳＤＧｓの観点から、目標達成に資する

ものばかりだと感じています。ただ、それがなかなかＳＤＧｓの目標に行き着くとい

うところが、なかなか意識されていないと感じていることを申し添えておきます。 

        山梨県は「ＳＤＧｓ未来都市」ということで認定もされていますので、県全体で一

体となってＳＤＧｓの達成に向けて推進していければと思います。 

 

        （ユネスコエコパーク推進費について） 

        初めに、今の環の１９ページ、ユネスコエコパーク推進費ですけれども、富士山世

界文化遺産は登録１０年ということで昨年、様々なイベントが華々しく開催されまし

た。本県にはユネスコエコパークが２つもあり、全国でもほかにはないことでありま

す。 

        今年、南アルプスユネスコエコパークが１０周年を迎えるということで、この普及

啓発にもしっかり取り組んでいかなければならないと思っておりますが、このユネス

コエコパーク推進費の中に、南アルプスユネスコエコパークについて含まれているの

かどうか、伺います。 

 

保坂自然共生推進課長 環の１９ページに載っておりますユネスコエコパークにつきましては、甲武

信のユネスコエコパークの負担金になっておりますので、南アルプスについては入っ

ておりません。 
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福井委員    当初予算の中には、南アルプスのユネスコエコパークについての普及啓発などの費

用は、どこかにはないのでしょうか。 

 

保坂自然共生推進課長 南アルプスユネスコエコパークにつきましては、南アルプスユネスコエコパ

ークの構成市町村の中で事務局を持ち回りしております。 

        県の立場とすると、参与という形で関わらせていただいているんですが、直接運営

をしているのは市町村でございます。 

 

福井委員    １０周年ということもあってぜひ当該の市町村、事務局とともに盛り上げていって

いただきたいと思います。 

 

        （森林環境教育推進事業費について） 

        次に移ります。林の１０ページをお願いします。 

        森林環境教育推進事業費３３３万円余ですけれども、この木育推進協議会はどのよ

うな団体なのか、また、木育キャラバンの実施はどのような事業か御説明ください。 

 

伊川森林整備課長 まず、やまなし森林環境教育・木育推進協議会は、県や市町村、さらに木育活動

を行う林業関係者、関係団体などからなる組織となっており、令和２年度から事業を

行っております。 

        木育キャラバンとは、昨年度の実績では、森林環境教育・木育推進協議会のメンバ

ーの中で、例えば木のおもちゃや積み木などを、岡島の共用スペースでお子さんや家

族連れを招き、木に直接触れていただいたり、また木を利用することの大切さをその

場で少し簡単に学習していただくような場を設けるイベントになってございます。 

 

福井委員    県有の木材に触れられるよい機会だと思いますので、引き続き進めていただきたい

と思います。 

 

        （森林学科運営費について） 

        次に、林１７ページの５、森林学科運営費です。 

        農林大学校は本日、卒業式を迎えていると伺っています。北杜市にあり、限られた

敷地の中で農業・林業を中心に生徒の皆さんが意欲的に学んでいる姿を私は見させて

いただきました。 

        中の施設を見ると大分古いものがあり、資材についても修理をしながら何とかつな

ぎとめているところだと思いますけれども、運営費について、今年はチェーンソーの

実習施設の整備ということでありましたけれども、今後計画的に要望も聞きながらや

っていくということでよろしいでしょうか。 

 

堀内林業振興課長 農林大学校の森林学科につきましては、基本的な教育は富士川町の富士川キャン

パスで行っています。ただ、令和４年度に創設して来年度で３年目、基本的な整備は

してきたつもりですが、まだ細かいところや足りない部分につきましては、令和６年

度予算の中で備品購入や、先ほども申し上げましたチェーンソー実習の雨天練習場の

整備などを行う予定でございます。 
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        また、施設の劣化や不足の部分はまだこれから出てくることもあろうかとは思いま

すので、そこは学校と連絡を密にしながら、教育環境に適した施設整備に努めてまい

りたいと考えております。 

 

福井委員    ぜひ農業・林業の担い手の育成をする大変重要な施設だと思いますので、当初予算

でなくても補正予算も組みながらぜひ適宜対応をしていただきたいと思います。 

 

        （金川公園管理費について） 

        次に、林の２１ページ、金川公園の管理費に施設の維持修繕費等が８９５万７，０

００円計上されていますけれども、２月の補正でも６３５万円計上され、ローラー滑

り台の修繕ということでしたけれども、この修繕費については特定の遊具のために計

上されているのでしょうか。 

 

末木県有林課長 この当初予算の修繕費の中身ですが、まず、６０万円以上のものは県が行い、６０

万円未満のものは指定管理者が行うという区分けが協定の中にございますので、その

ためのもの、それから遊具の点検費、あと森林整備の事業費で構成をされております

ので、特定のものを修繕するものはここには含まれてございません。 

 

福井委員    週末には親子連れでにぎわっていたり、非常に魅力的な遊具や乗り物も整備をされ

ていて、魅力的な場所であり、少子化対策にも資するすばらしい施設だと思います。

過去にはここの遊具で悲しい事故も発生をしており、県民の皆さんは非常に敏感にな

っていると思いますので、ぜひ修繕と適切な点検、補修整備を進めていただきたいと

思います。 

 

        （おもてなし森林景観創出事業費について） 

        林の２２ページ、おもてなし森林景観創出事業費の１，１００万円について、これ

は景観を保全するための看板設置や支障木の伐採という説明がございました。具体的

には、昨年度どのような場所をやられたのか。具体的な箇所が分かればイメージがし

やすいと思うので、教えてください。 

 

末木県有林課長 この事業は委員御指摘のとおり、森林の中から景観の創出をする事業でございまし

て、今年度の実績で申し上げますと、甲府市、甲斐市、北杜市の大泉町、富士川町、

それから富士吉田市など、全部で８か所実施をしております。 

        令和６年度の予定としましては、７か所の予定があり、予算を計上しておりますけ

れども、最終的には、今月の後半に選定委員会が開かれ、そこで決定になる仕組みで

ございます。 

 

福井委員    私も釜無川のポケットパークという場所から見える景色が、アニメ「スーパーカブ」

の聖地として、そのアニメのビジュアルどおりになっていないという御指摘も受け、

県と市とも相談をしながら支障木の伐採をお願いしました。それが整備されてから、

県外から訪れる皆さんが大変喜んでその場所で撮影を楽しんでいただいている姿を拝

見しました。 
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        この整備によって数多くの来県者に喜んでいただけるものになると思いますので、

ぜひ市町村等の意見を聞きながら整備を進めていっていただきたいと思います。 

 

        （ごみ減量化推進費について） 

        環の１４ページ、ごみ減量化推進費のプラスチックスマート推進事業費の環境学習

会の開催等ということで、先ほども御説明いただきましたけれど、どのような環境学

習を実施するのか、もう少し具体的に教えてください。 

 

守屋環境整備課長 県内河川の環境美化の啓発イベント事業を考えておりまして、県内の河川敷にお

いて散乱ごみの状況調査を行い、その後、環境学習会を行って県民の方に対してプラ

スチックごみ削減の普及啓発を図ることを考えております。 

        その後に総括学習会を想定しており、そこでは県内河川で、先ほど御説明した環境

美化啓発イベントで実施した状況や、県内河川のマイクロプラスチックの流出状況な

どの資料を使い、プラスチックごみ等に精通した学識経験者から意見を頂いたり、著

名人の進行による学習会を開催して、普及啓発を図っていくことを考えております。 

 

福井委員    先ほどの説明だと、学校に教材を配布することも考えているとのことでしたけれど

も、ただ学校にパンフレットを配布しましたで終わることがないように、例えば学校

への出前講座を実施するとか、そのあたりも検討いただければありがたいと思います。 

 

守屋環境整備課長 子供たちに対しても環境学習会ということで説明を行ったり、県で持っているト

ランク・ミュージアムで、河川や海から出たごみを展示して、それを見てもらうこと

で山梨県からも河川ごみが海のほうへ流れて、そこで海洋ごみになっていくというこ

とを分かってもらうような普及啓発活動を行ってまいりたいと考えております。 

 

        （林政ＤＸ強化事業費について） 

飯島（力）副委員長 令和６年度当初予算課別説明書、林の１４ページ、林政ＤＸ強化事業費の概要

欄に現場における調査業務を効率化するため、測量用アプリケーションを導入すると

ありますが、具体的にはどういった内容なのかお伺いします。 

 

伊川森林整備課長 この測量用アプリケーションの導入は、まず、これまで森林の整備に必要な本数

や材積を調べる調査は、複数の職員が従来の測定器具を用いて、手作業により高さや

太さを計測・記録して行ってまいりました。 

        本事業では従来の測定器具に代えて、樹木から離れた位置から樹木の高さや太さ、

材積等を瞬時に計測し、同時に記録することができるタブレット端末を導入するもの

であります。これにより職員が単独で調査をできるようにするものでございます。 

 

飯島（力）副委員長 次に、新たに事業化し、この取組を進めることとした理由を教えてください。 

 

伊川森林整備課長 県では複雑化、多様化が進む行政課題に対応するために、こうした課題に対して

迅速に政策立案等が行え、業務に注力できるようにＤＸの推進による業務の効率化を

進めることとしております。 
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        このため、今回のデジタルツールである測量用アプリケーションを活用することで、

職員の労力軽減や作業時間の短縮などの効率化が図られます。また、急傾斜地での調

査におきましては、危険な場所に近づくことなく作業できることで安全性が高まるな

ど、労働環境の改善にもつながることから、本事業化によりまして取組を進めること

としております。 

 

飯島（力）副委員長 最後に、こうしたＤＸによる業務の効率化は、森林整備を行う林業事業体にお

いても、労力軽減や安全性向上の観点から積極的に導入すべきものと考えます。今回

の県の取組が模範となり、民間でも広く普及し、活用されることが重要であると考え

ますが、県の見解を教えてください。 

 

伊川森林整備課長 森林整備を担う林業事業体におきましても、事業の実施に係る森林の現況調査や

測量、さらに整備計画の作成などに多大な労力を要しております。このため、ＤＸに

よる業務の効率化は最優先すべき課題でございます。 

        特に、本事業のような現場作業へのデジタル技術の導入は、労力の軽減や安全性の

向上が結果として担い手の不足を補うとともに、経営の安定化につながることも期待

されます。このため、今後は事業の効果や実用性などの課題を検証しまして活用でき

る方法を共有し、官民一体となって林業分野におけるＤＸの推進に取り組んでまいり

ます。 

 

       （自立・分散型エネルギー設備等導入モデル事業費について） 

土橋委員    環の６ページ、自立・分散型エネルギー設備等導入モデル事業費について、説明で

は、地産地消を実現し、自立的で持続可能な災害に強い地域づくりを推進するという

説明がありましたけれど、これについて事業の狙いを教えてください。 

 

加藤環境・エネルギー政策課長 この事業は、災害に強い地域づくりの推進に当たりまして、電力供

給強靱化の観点から成し得る取組を検討したところでございまして、脱炭素化の推進

との両立を図ることを狙いとしています。 

 

土橋委員    来年度のスケジュールはどうなっていますか。 

 

加藤環境・エネルギー政策課長 来年度は、まず実施設計をいたします。その後、令和７年度中にソ

ーラーカーポート、蓄電池、ＥＶ充電設備設置工事を実施しまして、工事の完了時期

に合わせてＥＶの車両導入をすることとしております。 

 

土橋委員    今、ソーラーカーポートを導入するとのことでしたが、導入する理由を教えてくだ

さい。 

 

加藤環境・エネルギー政策課長 本県は車社会であることに加えまして、比較的広い駐車場を持つ事

業所も多くございます。こうした設備の導入ポテンシャルを有していることが１点で

ございます。 

        また、本県は日照時間も長く夏の暑さが厳しいため熱中症対策として、また施設利
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用者の快適性向上にもつながるといったことから、モデル的に導入することといたし

ました。 

 

土橋委員    モデル事業を活用し、主にどのような事業所にその導入を働きかけるのか教えてく

ださい。 

 

加藤環境・エネルギー政策課長 業種でございますが、様々な業種に幅広く導入を働きかけてまいり

たいと考えております。 

        中でも災害時での電源確保、重要な医療施設、子供や高齢者など、熱中症対策が特

に必要な方々が利用する福祉施設などを重点的に働きかけてまいりたいと考えてござ

います。 

 

土橋委員    新しい事業ですから期待をしていますけれども、さらなる導入の促進をぜひ働きか

けてしっかり成功させていただきたいと思います。 

 

       （小規模治山事業費について） 

白壁委員    市町村予算に対する補助金である小規模治山事業はどこに記載されているのか。 

        この小規模治山事業は、市町村に対する補助金が入っていて、市町村のためにすご

く使われているが、今まで記載されてきたものが記載されなくなっている。 

 

山口治山林道課長 資料でお配りさせていただいております課別説明書資料の箇所表の１８ページを

御覧いただきたいのですけれども、そちらの備考欄のところに市町村の補助というこ

とで市町村補助部分について記載させていただいております。 

 

白壁委員    市町村補助部分の記載については、以前は予算の課別説明書の中に書いてあった。

いつの時代からか抜けてしまったが、我々からすると廃止になっていたものを復活さ

せたのだから、すごく市町村のためになっている。こういうものを記載しなければ駄

目だということ。 

 

小澤森林政策課長 課別説明書等の取りまとめを行っておりますので、森林政策課からお答えを申し

上げます。 

        白壁委員の御指摘を踏まえまして、来年度以降、課別説明書の編成・編さんを工夫

してまいりたいと思います。 

 

       （生物多様性地域戦略費について） 

白壁委員    環境のところで生物多様性や外来種など、１９ページに載っているけれども、本栖

湖は動力船を使えないようにしている。これはなぜか。 

 

保坂自然共生推進課長 すみません。今、お答えできる材料を持ち合わせておりませんので、後ほど

個別にお答えさせていただきます。 

 

白壁委員    レイクトラウトという外来種がいて、捕るために動力船を使わなければ捕れない。 
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        漁協は動力船の許可を得ている。もう一つ、団体として許可しているところがある。

動力船を使わせないでレイクトラウトの捕獲はできない。環境課でそれに協力してく

れないみたいだけれど、その理由を教えてもらいたい。 

        レイクトラウトは外来種ですから。外来種ではありませんか。 

 

保坂自然共生推進課長 レイクトラウトは外来種になっております。 

 

白壁委員    その駆除をするのは環境ではなく、農政部ですか。 

 

保坂自然共生推進課長 内水面ということで、農政部主体で対応していただいています。 

 

白壁委員    農政部で捕るために、例えば動力船の船を出すといったときには、どこの所管で規

制するのか。 

 

保坂自然共生推進課長 自然公園法で規制がされています。 

 

白壁委員    本栖湖の漁業協同組合が年間何台かの動力船の許可を受けている。あれは環境省で

許可を出しているということですね。 

        今、どのくらいの外来種がいるのか調査している。どうやったら、それを処理、対

処できるかということでやっている。その対処をするためには動力船を出さなければ

ならない。それに対して、皆さんがどのように考えているかということを聞きたかっ

た。それだけ聞いて、あとは個々に話をする。どうですか。 

 

保坂自然共生推進課長 外来種の防除ということにつきましては、県として取り組まなければいけな

いものでございますので、これにつきましては農政部と協調して対応してまいりたい

と考えております。 

 

        （廃棄物処理対策費について） 

望月（勝）委員 環１３ページの予算で、今は能登半島地震、また過去に山梨県が豪雪に遭い非常に

苦慮してきたところでありますが、県でも市町村との連携を持ちながら訓練をしたり、

災害廃棄物の取組を進めてきているところですが、その点でちょっとお聞きします。 

        地震や台風、大雪などの過去のような豪雪の状況、また地震も能登半島ばかりでは

なく、列島地域、千葉・茨城あちらこちらで地震が発生しております。 

        そういうことで山梨県でも非常に油断はできない状況ですが、この状況について今、

山梨県ではその廃材等、またいろいろな電化製品、そうした災害廃棄物の処理に関す

る訓練を行ったということでございますが、来年度行う訓練と、今年度実施した状況

の違いを教えてもらいたいと思います。 

 

守屋環境整備課長 今年度は本県において大規模な水害被害が発生したことを想定した訓練を行いま

したが、来年度は、大規模な地震災害を想定した仮置場の訓練を行う予定でおります。 

 

望月（勝）委員 今度は地震災害に対応する訓練をしたいということですが、能登半島においても、



令和６年２月定例会土木森林環境委員会会議録（当初②） 

 - 10 - 

また過去の東日本大震災の状況を見てもそうですけれど、災害廃棄物の仮置場には非

常に苦慮してどういうところに置いたらいいのか、また数年ぐらいかかってこの処理

ができるのかどうかという問題も出ております。 

        こうした中で、これからは山梨県でもそうした災害廃棄物の処理に対して、どのよ

うな計画を持ってその訓練を行っていくのか伺います。 

 

守屋環境整備課長 先ほど御説明したとおり、今年度は水害の訓練をいたしまして、来年度は地震災

害の訓練を行うということで、様々な場面を想定した訓練を行っていきたいと考えて

おります。 

 

望月（勝）委員 来年度は地震、今年度は水害ということの中でやっていますけれども、その水害と

地震の災害の状況、具体的にどのような違いがあるのか、教えてください。 

 

守屋環境整備課長 水害では水が引いた後、すぐに住民の片づけによって家財や畳などの廃棄物が仮

置場に持ち込まれます。それに対して地震は時間の経過とともに発生をする廃棄物が

異なってきまして、初期の段階では住民の片づけによって破損した家財や屋根瓦など

の廃棄物が持ち込まれまして、その後に倒壊をした家屋の解体が進むにつれて建築廃

材が持ち込まれることになります。 

        来年度は、地震発生後のその初期段階における仮置場の訓練を実施することとして

おりますけれども、そこで廃棄物の種類や状態に応じたその保管場所の適正な配置あ

るいはスペースの確保、円滑な荷下しのための動線の設定などについて重点を置いた

訓練を行う予定であります。 

 

望月（勝）委員 水害と地震の廃棄物の違い、時間的な問題も出てくると思います。訓練は非常に大

事でありますけれど、それを実施していく重要性を教えてください。 

 

守屋環境整備課長 災害はいつ発生するか分からないものでありますので、事前の準備というものが

非常に重要になってくると思います。災害廃棄物が発生した後に、その処理をしっか

りしていくために、市町村の仮置場の設置が初動体制の中では重要になってきますの

で、その仮置場の訓練のところを事業として行っていくことにしています。 

         

望月（勝）委員 災害廃棄物の仮置場を決めていくということですが、実際に起きたときにそれをや

っていたのではとても間に合わないと思いますので、その訓練の中で市町村等の仮置

場の状況、そうしたものを県としては指導をどのように行っているのかを伺います。 

 

守屋環境整備課長 災害廃棄物の処理責任、処理は一義的には市町村が行うところですが、先ほど委

員から御指摘がありましたように、災害が起こってから慌てることがないように県と

しても、その訓練の支援をしっかりしていきたいと思っております。 

 

望月（勝）委員 今の答弁で、市町村で仮置場を設置していくということですが、これはやはり県と

市町村の連携をもっと強力にしていかないと、いざ起きたときに復旧・復興にとても

時間がかかってしまうと思います。 
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        そうした中で、県としては計画的にどのような取組を今後していくのか、その答弁

を伺って終わります。 

 

守屋環境整備課長 市町村との連携は非常に重要だと考えております。引き続き訓練を行っていくと

いうことと、訓練を踏まえて県で作成する仮置場の設置、運営マニュアルについて、

今回行う地震に伴う災害廃棄物処理上の注意点などを追加し、実際に地震発災後にお

ける市町村の初動対応力の向上を図ってまいりたいと思っています。 

        また、災害廃棄物の処理が適正かつ迅速に行われるように引き続き訓練を続けてい

くということが必要だと思っておりますので、市町村における自主的な訓練が実施さ

れるよう、県としてもその働きかけと実施の支援を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 

 

討論     なし 

 

採決     全員一致で原案に賛成すべきものと決定した。 

 

 

 

※第２２号   令和６年度山梨県恩賜県有財産特別会計予算 

 

質疑     なし 

 

討論     なし 

 

採決     全員一致で原案に賛成すべきものと決定した。 

 

 

 

※第２９号   令和６年度山梨県林業・木材産業改善資金特別会計予算  

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案に賛成すべきものと決定した。 

 

 

 

 

※付託案件 
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※第１７号   山梨県生活環境の保全に関する条例中改正の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

 

※第３８号   林道事業施行に伴う市町村負担の件 

 

質疑    なし 

 

討論    なし 

 

採決    全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

 

※所管事項 

 

質疑 

 

質疑に先立ち、執行部から第５号議案「山梨県の事務処理の特例に関する条例中改正の件」につ

いて当委員会の所管に係る部分の説明が行われた。 

続けて、執行部から「恩賜県有財産の貸付等のための規則改正」について説明したい旨の申し出

があり、改正の内容について説明を受けた。 

 

（恩賜県有財産の貸付等のための規則改正について） 

渡辺（大）委員 林野地の貸付けで、地域振興のために知事が認めた場合は、民間への貸付けが可能

とするものであるとなっておりますけれども、私の地元、富士吉田市外二ケ村恩賜県

有財産保護組合の保護エリア内でも、その計画はあるのかお聞かせください。 

 

小澤森林政策課長 富士吉田市外二ケ村恩賜県有財産保護組合の保護エリアの中におきましては、同

組合により活発に森林経営や様々な保護活動が行われてございます。そういった意味

で、同組合の保護エリアの中で、今回のような形で貸付け等を行うことについては、

現在は想定を一切しておりません。 

 

渡辺（大）委員 この県有林を活用するというのは非常にいいことだと思うのですけれども、古くか

ら地元住民の方々が守ってきた地域でもありますので、しっかり今後も連携を取りな

がらやっていただきたいと思います。 
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小澤森林政策課長 恩賜県有財産につきましては、今、渡辺委員から御指摘がありましたとおり、地

元の保護組合と県が一体となって守り育ててきた歴史的経過がございます。こういっ

たものを重く受け止めまして、他地域も含めてでございますが、しっかりした説明を

尽くしながら、地元の御理解の下、活用を進めていきたいと考えております。 

 

白壁委員    借受人への売払いというところで３つ書いてあり、狭小地のみの説明だったのだけ

れども、昭和４１年９月２５日に、台風２６号によって我々の地域の根場が流されて、

それで移住地に移住したのが、西湖根場、西湖南、精進とあるのだけども、移住地と

いうのは、これを指しているということでしょうか。 

 

小澤森林政策課長 すみません、説明を短くしてしまったので、大変申し訳ございません。 

        こちらに記載しております移住地・狭小地・飛び地等の移住地につきましては、今、

白壁委員から御質問のありました富士河口湖地内で災害に遭われて移住された方々が

集団で移住された３地区について想定して、ルールを定めたということで間違いござ

いません。 

 

白壁委員    我々もそれをぜひお願いしたいということでお願いしたのですけども、当時のこと

を思い出すと、県は一括でなければ駄目だと言っていたのですが、これを見るとそう

いう記載がないので、一区画一区画でも売却の可能性があると捉えていいのでしょう

か。 

 

小澤森林政策課長 様々御要望を受ける中で、区画ごとの売払いを可能とする形で現在考えてござい

ます。 

 

白壁委員    ということは、中には売りたくない、買いたくないという人もいたら、そこは県有

地のままの状態でということなのか。管理もちょっと大変だと思うが。 

        それと、地域振興のために知事が認めるというところの下に、恩賜林組合と有識者

の意見を聴取するということですけども、どちらを優先するのでしょうか。 

        恩賜林組合は駄目だと言っても、知事が認めればオーケーなのか、有識者や森林組

合が駄目だよと言った場合に、知事が認めたらどうなるのかなど、最終的な判断とい

うのは知事が地域振興のために認めるという捉え方でよろしいでしょうか。 

 

小澤森林政策課長 御指摘のとおり、最終的な判断は管理者である知事が決めることになりますが、

もともと、この発想が地域の振興や地域ブランドの向上など、様々な地域に与える好

影響のために活用するというのが一つの目的でございます。そういった意味で、地元

の方々の御理解を十分得る中で我々としても進めてまいる考えでございます。 

 

白壁委員    そうですよね。それで、山梨県の中には相当数あるのですけども、部分林も含まれ

ているのでしょうか。 

        例えば、そのときに、部分林は２官８民で権利が管理組合に多いのだけども、売払

いの分配はどのように捉えるのでしょうか。 
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末木県有林課長 今回の話は土地の話でございまして、部分林の部分木を分収する場合につきまして

は、条例に基づいて分収をさせていただくことになります。 

 

白壁委員    それは木の分だけれども、我々からすると部分林というのは一般林と違って、自分

たちで守ってきた、木を植え育て活用してきたという思いがすごくあるのだけど、そ

れも何も関係なく、土地は土地だという捉え方になるのか。 

 

小澤森林政策課長 売払いもしくは貸付けということになりますが、土地利用条例交付金の条例に基

づいて、土地についての対応をさせていただきたいと考えております。 

 

白壁委員    今の現行の管理条例の中で、部分林として貸しているときに、管理条例の中のいわ

ゆる収益分は、現状のものを貸したときにはもらえるということでいいのか。 

 

小澤森林政策課長 売払いについては単純に売買代金、貸す場合については、毎年の賃料と我々の管

理費を差し引いた県に純粋に残るもの、所在市町村交付金などをお支払いするので、

そういったものを除いたものの何％かを地元にお支払いする形で運用しております。 

 

白壁委員    条例にのっとっていくということだね。 

        私も県会議員になって十六、七年だけど、持論でぜひ県有地の活用をしてほしいと、

貸してもらいたい、貸してやりたいという話をしてきたけれども、全然進まなかった。

ようやく今回、大なたを振るってもらって、いろいろな理屈の中で、なかなか払い下

げてもらえなかったものが今回こういう形でやってもらえるということで極めて有り

難い。高度活用をぜひしていってもらいたいと思う。その意気込みを部長からお聞き

したいと思います。 

 

入倉林政部長  先ほど、議論がありましたように、長い間、県有地については基本的に凍結という

ことで、非常に要望がある中で貸付けを凍結してきたという状況で、それを今回、県

有地を大いにこれから活用するといっても、変なものに活用はしないということ、少

し俗っぽい言い方ですけれども、変なものに活用するのであれば活用とは言いません

ので、しっかり地元の意見も聞きながら、地元によい施設、よいものに活用していく

こと、そのために地元の意見も聞きながら活用していく、空き地も少なくして、最終

的に県の財政にも一助になるということを目指してまいりたいと考えております。 

 

        （登山道整備に係る申請書類の簡略化について） 

福井委員    まず、林政のところでお願いします。 

        登山道整備に係る申請書類の簡略化については、６月定例会の本委員会で、私が質

問させていただきました。 

        簡略化について検討を進めてくださるということですけれども、その状況について

お伺いします。 

 

末木県有林課長 この検討の中で登山道の補修の過去事例を調べました。そうしたところ、全て倒れ
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た木、枯損木を利用するという内容でございました。 

        登山道の整備と言いますのは、登山者の安全確保はもちろんでございますけれども、

林地の保全につながって、県有林の管理経営上のメリットがある行為でございます。 

        このために、今後は県有林内にある登山道の維持管理に枯損木を用いて、管理者が

現地で使用する場合につきまして、売るのではなく、使用を承認する方針とすること

としたところでございます。 

        このことによりまして、資料に添付する写真でございますけれども、使いたい枯損

木の状況が分かる全景の写真を付けていただければよいということになりますので、

今まで１本ごとにテープを当てて寸法を取っていただいていた申請者の労力を軽減し

ますとともに、事務処理の簡略化をしまして、手続の簡素化を図っていきたいと考え

てございます。 

 

福井委員    申請者にとってもそうなんですけれども、今まで一本一本売却する際に価格を算出

してきた職員の皆さんの労力、負担も軽減が図られると思います。そのように考え方

を転換していただけたことに感謝を申し上げます。 

        この実際の運用については、いつぐらいからこれが適用になるのか、お聞かせくだ

さい。 

 

末木県有林課長 今こういった方針を定めたところでございます。この後も、より細部の取決めや様

式などを定めていく必要がございますので、それらができ次第速やかに適用したいと

いう考えでございます。 

 

福井委員    ぜひ速やかに適用されることを願っております。ぜひよろしくお願いします。 

 

        （北杜市武川町内における廃棄物の一時保管場所について） 

        次に、北杜市武川町内における廃棄物の一時保管場所について、私は地元でありま

すから、たまにはそこを通りながら様子も見ているのですけれども、少しずつ搬送さ

れているようですけれども、一気には進んでいかないような状況で、地元の警察にも

お願いをしながらパトロール等もしていただいているのですが、県はどのような頻度

で見回りとパトロールをされているのか教えてください。 

 

守屋環境整備課長 事業地については、定期的に立入検査等を行っていて、併せて、監視カメラによ

って、現地を確認しています。 

 

福井委員    定期的にやっていただけているということですが、監視カメラも含めて、現状、指

導をしてから今までに減った量はどのように認識をされていますか。 

 

守屋環境整備課長 ３月１日の時点で保管量が２，６３６立米となっております。保管上限でありま

す２２立米よりも、２，６１４立米超過している状況でございます。 

 

福井委員    今後も定期的に監視を続けていただきながら、ぜひ地元の皆さんが心配に思わない

ような状況をつくり出していただきたいなと思います。 
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        （明野処分場について） 

        最後に、明野処分場の件でありますけれども、前回１２月に、私が委員会で質問さ

せていただいたときに、地元への説明会は１月をめどに実施されるということですが、

２月に実施をされました。これに至った理由を教えてください。 

 

守屋環境整備課長 環境整備センターの今後の維持管理体制について、２月１６日に住民説明会を行

ったところですけれども、当初は、議員の御指摘のとおり、１月下旬の住民説明会の

開催に向けて、１月上旬に開催通知を発送する予定でおりましたが、当日参加できな

い住民の方のことも考慮して、資料も併せて案内することとし、地元の回覧によって

開催通知と資料の周知を図ったところですが、周知する際に地区の世帯への回覧期間

を考慮して、２月に住民説明会を開催することといたしました。 

 

福井委員    より多くの住民の皆さんに参加できるようなことを配慮してということが分かりま

した。では、実際に来た人数、来場者の数は何人でしたか。 

 

守屋環境整備課長 参加人数でございますが、２７名でございます。 

 

福井委員    広い明野の会場において、２７人という人数をどう受け止めていますか。 

 

守屋環境整備課長 今後の維持管理体制について、住民の方が非常に心配されて、住民説明会に来て

いただいたと思っていますので、県としましては、しっかりと説明に努めていきたい

と考えております。 

 

福井委員    私も参加をさせていただきましたけれども、切実な声が多く上がっていたと思いま

す。改めてどのような意見があったか教えてください。 

 

守屋環境整備課長 住民の皆様からは、これまでどおり維持管理に当たっては、県職員が常駐をして

管理をしてもらえるようにということと、信頼関係が大切であるから、引き続き、県

と信頼関係を持って業務を行っていただきたいという意見がございました。 

 

福井委員    様々な法律の中でも、令和７年度以降に県の職員を派遣することが非常に難しいと

いう御説明もありましたが、私がそこで直接お聞きした住民の皆さんの感情を考えま

すと、県の職員が責任を持って最後まで見てほしいという思いが強かったと思います。 

        これは、そのときの皆さんの説明では、何とか県職員の皆さんの関与についても今

後検討して、また新たに説明会を開催するということでしたけれども、そのような認

識でよろしいかお答えください。 

 

守屋環境整備課長 今後につきましては、改めて住民の皆様に向けて、新たな維持管理体制について

は説明したいと考えております。 

 

福井委員    地元の皆さんが信頼関係を損なわないようにということを発しておられましたので、
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そこの点をしっかり保証できるような維持管理体制をぜひ地元の皆さんに提案をして

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

        （八ヶ岳薬用植物園について） 

佐野委員    それでは、八ヶ岳薬用植物園についてお聞きをしたいと思います。 

        まず、設置された目的についてお示しをいただきたいと思います。 

 

小澤森林政策課長 八ヶ岳薬用植物園につきましては、試験研究の場として、また、特用林産物の展

示普及の場として広く県民に開放するとともに、農林家の特用林産物の振興の拠点と

することを目的としまして、整備をしたものでございます。 

 

佐野委員    この植物園内で育成中の薬用植物の種名について、分かる範囲でいいのですが、教

えていただきたいと思います。 

 

小澤森林政策課長 大変申し訳ございません。実際に育てている種類について、今手持ちでお答えで

きないので、後ほど、もしよろしければ追って御提供させていただきたいと思います。 

 

長澤委員長   ただいま佐野委員から要求のありました資料につきまして、委員会として、執行部

に資料要求したいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

長澤委員長   執行部に申し上げます。ただいま佐野委員から要求のありました資料につきまして

は、作成の上、委員会終了後、各委員に配付をお願いします。 

        （要求のあった資料は、委員会終了後、各委員へ配付された。） 

 

佐野委員    大変お手数ですけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

        ここで育成中の有用な薬用植物について、育成された薬用植物を、展示も含めてで

すけれども、どのように利活用しているのかお聞きしたい。そういう目的はあるので

しょうか。 

 

小澤森林政策課長 こちらの薬用植物園におきましては、様々な研究と併せまして、展示等で薬用植

物、特に特用林産物の振興という観点から、この薬用の効果について来場者の方に普

及、周知を図るという点が一点。 

        研究成果としての薬用植物につきましては、農林家の皆様に森林総研を通じまして

普及を図って、特用林産物の振興と生産振興というところで、その研究成果を役立て

ています。 

 

佐野委員    展示もさることながら研究をされていて、これが山梨県の特産物になってくると非

常によいと思っております。 

        前年度と今年度で予算額を比較してみましたけれども、２００万円余が減額になっ

ているので、しっかり先ほどのコンセプトで進められているとしたら、ある程度の予
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算は通常でずっとかけていくのがよいと思っております。そこには様々な理由がある

かと思いますので、今後、この植物園については、先ほどもあったような研究の成果

の先に、特産品にしていくということも考えられているかどうかだけ最後にお聞きし

たいと思います。 

 

小澤森林政策課長 こちらの植物園を含めて、森林総研で薬用植物、例えばダイオウという植物など、

漢方薬等々の利用を進める形で研究をしていたことがございます。 

        予算額につきましては、研究とか施設整備等々で若干増減することがございますが、

研究を続けるための予算というのは常に確保してまいります。その上で本県の気候や

ニーズに合うような研究テーマを常に研究で進めて、森林は多様化機能がございます

が、その中でも林業振興という観点からも研究を進め、地域振興、林業振興につなが

るような研究を続けてまいりたいと考えております。 

 

 

その他   ・ 本委員会が審査した事件に関する委員会報告書の作成及び委員長報告並びに調査報

告書の作成及び調査報告については委員長に委任された。 

      ・ 閉会中もなお継続して調査を要する事件については、配付資料のとおり決定された。 

 

  

                                 以 上 

     

                          土木森林環境委員長  長澤 健 


